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第９期に向けた介護保険料の考え方 

 

１．介護保険料の基準額の算定 

（１）第 1 号保険料基準月額 

  介護保険制度における 65 歳以上の保険料（第１号保険料）については、3 年間に被保険者の

利用する介護サービス費の利用料を保険者が推計し、保険給付に必要な費用（保険給付費）等

を算出した上で、保険料額を決定することとなります。 

  介護保険事業に必要な法定サービスに係る保険給付費はサービス利用時の利用者負担を除き。

50％（鳩山町は 45％が公費。※１）を公費で負担し、残りを第１号被保険者、第２号被保険者

からの保険料で負担する仕組みとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 国では今後、第１号被保険者負担割合を下記のように変更していく予定です。 

   

 

 

 

 

（２） 

標準給付費見込額と保険料収納必要額 

 〇標準給付費見込額 

 ＝総給付費（影響額調整後）＋特定入所者介護サービス等費用額 

  ＋高額介護サービス費等給付額＋高額医療合算介護サービス費等給付額＋審査支払手数料 

 ・上記計算式より、標準給付費見込額を算出します。 

 

 〇保険料収納必要額 

 ＝標準給付費見込額と地域支援事業の合計×0.23＋（標準給付費見込額＋介護予防・日常生活

支援総合事業費）×0.05－調整交付金見込額＋財政安定化基金拠出金見込額＋財政安定化基

金償還金―準備基金取崩額等＋市町村特別給付費等 

R6～R8 R12 R17 R22 R27 R32

第１号被保険者負担割合（%） 23.00% 24.00% 25.00% 26.00% 27.00% 28.00%

※1 上記表中の「国 調整交付金」が加

わり、公費が 50％になる。調整交付金と

は、地域における第 1 号被保険者に占め

る後期高齢者の加入割合や所得段階別加

入割合の違いにより生じる保険料の格差

を平準化することを目的として交付され

るもの。 
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（３）介護保険制度改正における費用負担に関する事項 

 ・介護報酬改定 

   令和 6 年度の介護報酬改定においては、社会保障審議会の介護給付費分科会において、報

酬改定に向けた審議が行われております。現在の第９期計画に関する保険料の推計は、この

改定内容は反映されていないため、審議終了後、報酬改定状況を算定に反映する必要があり

ます。（H30 年度＋0.54％、R3年度＋0.70％：6年に 1度改定） 

 

（４）保険料基準月額 

 ・介護保険料基準月額は、所得段階別補正後、被保険者数及び予定保険料収納率等から算出さ

れ、下記のようになります。 

  〇保険料基準額 

＝保険料収納必要額÷予定保険料収納率÷所得段階別補正後被保険者数÷12 か月 

 

（５）第 8 期の推計と現状 

 ①推計 

・第８期時の保険料推計時の保険料及び受給率等は、下記のとおりです。どの指標も大きく伸

びていく推計になっています。 

 

 

 

 

 （第 8 期介護保険料事業（支援）計画策定に向けたワークシートより） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：円

第7期 第8期 令和7年度 令和12年度 令和17年度 令和22年度

保険料基準額（月額） 4,000 3,800 4,462 5,368 5,890 6,293

保険料基準額の伸び率（％） （※当該保険料基準額/第7期保険料*100） 95.0% 111.6% 134.2% 147.2% 157.3%

（厚生労働省見える化システムより） 



3 

 

 ②現状 

・現状としては、下記の表等のとおり、第８期計画より大幅に上昇しており、保険料基準額よ

り、必要保険料額が上回っております。 

・そのため、現在は、介護保険準備基金を取り崩し、保険料相当として充当しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）介護保険準備基金の状況 

 ・介護保険準備基金につきましては、今までも保険料相当として保険料算定時に取崩し、充当

してまいりました。 

 ・しかしながら、現在のような、予測以上の介護給付費が必要になった際に取り崩せる財源と

しての性質もあるため、今後の運用について検討してく必要があります。 
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（７）埼玉県内自治体の介護保険料の額 

 ・埼玉県内の第８期の介護保険料は、次のページのとおりです。現状では、県内で最も安い保

険料となっています。 

 ・しかしながら、今後の町の人口の推移や要介護認定率の上昇などを勘案し、だれもが安心し

て、いつまでも自宅で生活できる支援の一つである介護保険サービスを適切に確保するた

め、適切な保険料の算定が必要となっています。 
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